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	頁
	章・式番号など(箇所)
	誤
	正
	備考

	24
	第1編 共通編
6.2 終局限界状態の照査
【解説】式(解6.4)
	


	


	分子の項



Part A p.7式(解1.4)

 確認済

	44
	第2編 合成桁編
4.4 鋼桁の強度
式(4.2)
	


	


	( )の位置・誤植
Part A p.56式(5.6)も誤植
複合構造設計・施工指針(案)

p.16式 (解3.4.2.1) 確認済

	45
	第2編 合成桁編
4.4 鋼桁の強度
式(4.7)
	
	【追加】
R ( =Rw, Rf )：それぞれフランジおよびウェブ
　　　　 　の幅厚比パラメータ
	記号説明補足
Part A p.56記号説明より

	
	
	


	


	√内



Part A p.56式(5.12) 確認済

	
	第2編 合成桁編
4.4 鋼桁の強度
式(4.7) 記号説明
	b：板の全幅 (図4.1参照．ただし，ウェブの
   場合は，hをbに置き換える) (cm)
	2b：板の全幅 (図4.1参照．ただし，ウェブ
　　の場合は，bをhに置き換える) (cm)
	p.46図4.1および
Part A p.56式(5.12) 記号説明より確認済

	46
	第2編 合成桁編
4.4 鋼桁の強度
式(4.10)
	ウェブの有効幅：


	ウェブの有効幅：


	

Part A p.57式(5.15) 確認済

	52
	第2編 合成桁編
4.7ずれ止めの設計
式(4.24) 記号説明
	Qu：スタッドのずれに対する限界強度
	Qc：スタッドのずれに対する限界強度
	誤植

	90
	第3編 合成床版編
7.4設計断面力
表-7.2

片持版・支点曲げﾓｰﾒﾝﾄ
	-wL2 / 12
	-wL2 / 2
	誤植
複合構造設計・施工指針(案)

p. 60表-4.2.2.1

道路橋示方書・同解説 (Ⅱ)

p.213表-6.1.3  確認済

	125
	第4編 合成柱編
4.2軸方向圧縮力を
受ける部材の設計
圧縮耐力の算定
式(4.2)
	


	


	誤植



栗田教授　確認済

	140
	第4編 合成柱編
5.1.4軸方向圧縮力と
曲げモーメントを
同時に受ける合成柱部材の照査
式(5.12)
	





	





	

として
カッコの中に入れる

	
	
	
	
	取り扱い・表現としては差し支えないが、厳密には異なる(栗田教授)

修正の要・不要は協議が必要
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